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〔
第
4
回
定
例
会
〕

　
平
成
23
年
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
22

日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
の
25
日
間
に
わ
た

っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
公
の
施
設
21
施
設
の
指
定
管
理

者
を
指
定
す
る
件
を
は
じ
め
、「
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
の
件
」
や

児
童
福
祉
施
設
整
備
費
等
補
助
金
な
ど
を

含
む
「
平
成
23
年
度
鹿
児
島
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）」
な
ど
議
案
25
件

を
議
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
３
回
定
例

会
か
ら
継
続
審
査
の
取
り
扱
い
と
な
っ
て

い
た
「
第
五
次
鹿
児
島
市
総
合
計
画
基
本

構
想
を
定
め
る
件
」
を
可
決
し
た
ほ
か
、

22
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
企

業
特
別
会
計
の
決
算
関
係
議
案
18
件
を
い

ず
れ
も
議
決
し
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
要
旨

▼
第
五
次
鹿
児
島
市
総
合
計
画
基
本
構
想
を
定
め
る
件

・
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
市
政
の
運
営
を
図
る
た
め
、
第
五
次
鹿
児
島

市
総
合
計
画
基
本
構
想
を
定
め
る
に
つ
い
て
、
鹿
児
島
市
総
合
計
画

策
定
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
の
件

・
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
人
事
院
勧
告
の
内
容
に
準

じ
て
、
給
料
月
額
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
平
成
23
年
12
月
に
支
給

さ
れ
る
期
末
手
当
に
関
す
る
特
例
を
設
け
る
も
の

▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
件

・
ス
パ
ラ
ン
ド
裸
・
楽
・
良
な
ど
21
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の

《
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
21
施
設
》

ス
パ
ラ
ン
ド
裸
・
楽
・
良
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
与
次
郎
、
東

桜
島
、
谷
山
、
桜
島
、
郡
山
、
吉
野
）、
喜
入
老
人
憩
の
家
、
す
こ

や
か
ラ
ン
ド
石
坂
の
里
、
吉
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
市
営
自
転
車
等
駐

車
場
（
中
央
駅
東
口
、
中
央
駅
西
口
、
東
千
石
、
山
之
口
、
中
町
）、

鴨
池
公
園
野
球
場
・
広
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
鴨
池
公
園
多
目
的
屋

内
運
動
場
、
郡
山
総
合
運
動
場
、
郡
山
早
馬
球
技
場
、
郡
山
花
尾
運

動
場
、
東
開
庭
球
場

▼
鹿
児
島
市
営
住
宅
条
例
一
部
改
正
の
件

・
本
城
住
宅
10
戸
が
し
ゅ
ん
工
す
る
の
で
、
こ
れ
を
市
営
住
宅
と
し
て

設
置
す
る
も
の

▼
平
成
23
年
度
鹿
児
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

◎
主
な
内
容

・
児
童
福
祉
施
設
整
備
費
等
補
助
金

・
介
護
老
人
福
祉
施
設
等
整
備
費
補
助
金

・
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
費

・
個
人
住
宅
雨
水
貯
留
施
設
等
設
置
助
成
事
業
費

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件

・
真
方
義
之
氏
　
・
山
科
千
惠
子
氏
　
・
松
田
潤
子
氏
　

・
田
中
絹
代
氏

3
年
連
続
と
な
る
職
員
の
給
与
の
引
下
げ
議
案
を
可
決

第
五
次
総
合
計
画
基
本
構
想
議
案
を
可
決

―
新
し
い
都
市
像
は
「
人
・
ま
ち
・
み
ど
り
　み
ん
な
で
創
る
〝
豊
か
さ
〞
実
感
都
市
・
か
ご
し
ま
」―

新連載

第五次総合計画
基本構想議案の審議内容

議案等に対する
各会派等の表決態度
………………………… ６面

市議会の仕組みと役割
………………………… ５面

個人質疑から…… ２～４面

決算審査から………… ４面

委員会から…………… ４面

第４回定例会の概要、
議決された主な議案の要旨
………………………… １面

………………………… ４面

………………………… 5面
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市　　議　　会　　だ　　よ　　り 平成24年（2012年）2月1日（2）

マリンピア喜入「道の駅」フェスタ

　
　
　
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺

産
群
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
市
長

の
意
気
込
み
は
。

　
　
　
同
遺
産
群
は
、
西
洋
の
先
進
的

な
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
西
洋

以
外
の
地
域
で
初
め
て
、
か
つ
短
期
間

に
近
代
化
を
成
し
遂
げ
た
貴
重
な
文
化

遺
産
で
あ
る
。

　
私
は
、
平
成
23
年
７
月
に
イ
ギ
リ
ス

の
産
業
遺
産
を
視
察
し
て
き
た
が
、
産

業
国
家
日
本
の
原
点
を
テ
ー
マ
と
す
る
、

個
性
豊
か
な
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産

業
遺
産
群
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
遺
産

に
も
匹
敵
す
る
も
の
で
、
十
分
な
魅
力

と
価
値
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
市
と
し
て
も
世
界
遺
産
登
録
推
進

協
議
会
の
一
員
と
し
て
、
関
係
自
治
体

と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
27
年
の
世

界
遺
産
登
録
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
　
　配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
の
概
要
と
設
置
の
メ
リ
ッ
ト
は
。
ま

た
、
本
市
に
お
い
て
も
早
期
に
設
置
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
　
　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
被
害
者
支
援

の
た
め
の
拠
点
と
し
て
、
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
の
相
談
に
応
じ
、
一
時
保
護
や

自
立
支
援
の
た
め
の
情
報
提
供
な
ど
の

機
能
を
果
た
す
施
設
で
あ
る
。
設
置
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
市
民
に
対
し
て
、

被
害
者
支
援
の
総
合
窓
口
が
明
確
に
な

る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
者
が
相
談
し
や

す
く
な
り
、
早
期
発
見
・
早
期
支
援
に

つ
な
が
る
こ
と
、
被
害
者
が
保
護
命
令

を
申
し
立
て
る
際
の
裁
判
所
へ
の
書
面

提
出
や
年
金
、
医
療
保
険
な
ど
の
特
例

措
置
を
受
け
る
際
に
必
要
な
証
明
書
等

を
発
行
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ

る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
被
害
者
に
と
っ
て

最
も
身
近
な
支
援
の
窓
口
に
な
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
設
置
に
向
け
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
マ
リ
ン
ピ
ア
喜
入
「
道
の
駅
」

フ
ェ
ス
タ
実
施
の
ね
ら
い
は
。
ま
た

「
道
の
駅
」
と
は
、
本
来
、
休
憩
機

能
・
情
報
発
信
・
地
域
の
連
携
機
能
を

併
せ
持
つ
施
設
で
あ
る
。
も
と
も
と
健

康
増
進
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
た
マ
リ

ン
ピ
ア
喜
入
を
今
回
の
同
フ
ェ
ス
タ
を

き
っ
か
け
に
、
本
来
の
「
道
の
駅
」
の

運
営
に
近
づ
け
る
た
め
の
必
要
な
改
善

策
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　
　
同
フ
ェ
ス
タ
は
、
同
フ
ェ
ス
タ

実
行
委
員
会
が
、
マ
リ
ン
ピ
ア
喜
入

「
道
の
駅
」
の
周
知
や
、
利
用
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今
回
初
め

て
開
催
し
た
も
の
で
、
喜
入
地
域
の
農

産
物
や
農
産
加
工
品
な
ど
の
販
売
の
ほ

か
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
健
康
づ
く
り

イ
ベ
ン
ト
等
が
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
同
施
設
は
、「
道
の
駅
」
と
し
て
の

に
ぎ
わ
い
の
場
や
、
温
泉
な
ど
健
康
増

進
機
能
を
有
す
る
施
設
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
特
色
や
今
回
の
フ
ェ
ス
タ
の
成

果
な
ど
を
生
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
多

く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
る
施
設
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
他
都
市
と
比
較
し
た
本
市
乳
幼

児
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
の
現
状

認
識
と
、
対
象
年
齢
の
拡
大
や
病
院
等

の
窓
口
で
医
療
費
の
一
部
負
担
額
を
支

払
う
必
要
の
な
い
現
物
給
付
の
実
施
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　
　
同
制
度
は
、
県
の
補
助
事
業
で

あ
る
が
、
子
育
て
支
援
を
推
進
す
る
た

め
の
最
重
要
施
策
の
一
つ
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
も
県
の
制
度

に
本
市
独
自
の
上
乗
せ
を
し
て
き
た
が
、

他
の
中
核
市
で
は
、
各
都
市
の
状
況
に

合
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
助
成

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と

し
て
も
、
子
育
て
支
援
の
更
な
る
充
実

に
向
け
、
同
制
度
に
つ
い
て
各
面
か
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
県
に
対
し
、
助
成
対
象
年
齢
の

引
き
上
げ
や
現
物
給
付
の
実
施
を
要
望

し
て
い
く
と
と
も
に
、
本
来
、
同
制
度

は
国
の
制
度
と
し
て
実
施
す
べ
き
と
考

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
核
市
市
長
会

や
全
国
市
長
会
を
通
じ
て
、
国
に
お
い

て
制
度
を
創
設
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
、

強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

へ
の
温
か
く
、
一
貫
性
の
あ
る
継
続
し

た
支
援
は
、
母
親
た
ち
が
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
、
育
て
る
一
つ
の
環
境
づ

く
り
に
お
い
て
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ

る
が
、
市
長
の
思
い
、
考
え
は
。

　
　
　
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
子
ど

も
と
子
育
て
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
家
庭
や
地
域

が
と
も
に
子
ど
も
を
見
守
り
、
子
育
て

を
支
え
あ
う
社
会
の
実
現
と
、
そ
の
た

め
の
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

　
発
達
障
害
は
早
期
に
発
見
し
、
適
切

に
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
す
こ

や
か
安
心
ね
っ
と
事
業
等
を
実
施
し
な

が
ら
、
保
健
所
、
福
祉
事
務
所
、
子
育

て
支
援
部
、
教
育
委
員
会
な
ど
関
係
機

関
が
緊
密
に
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
き

て
い
る
。

　
今
後
も
、
全
て
の
子
ど
も
が
健
や
か

に
成
長
す
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
の

で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
、
よ
り
一
層

子
育
て
支
援
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
。

　
　
　
認
知
症
者
へ
の
対
応
と
し
て
、

本
年
度
、
認
知
症
相
談
窓
口
設
置
事
業

を
新
た
に
立
ち
上
げ
、
平
成
23
年
５
月

の
開
設
以
来
半
年
が
経
過
し
た
が
、
こ

の
間
の
利
用
状
況
や
、
市
民
の
反
応
お

よ
び
相
談
内
容
は
。
ま
た
同
事
業
に
つ

い
て
の
周
知
は
十
分
と
言
え
る
の
か
、

見
解
は
。

　
　
　
認
知
症
相
談
窓
口
の
開
設
以
来
、

23
年
10
月
末
ま
で
に
地
域
福
祉
館
等
33

カ
所
で
１
４
１
人
の
方
が
利
用
さ
れ
、

認
知
症
へ
の
不
安
や
介
護
の
苦
労
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
て
い
る
。

　
市
民
の
反
応
と
し
て
は
、
「
身
内
に

も
話
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
悩
み
を

聞
い
て
も
ら
い
、
気
持
ち
が
安
ら
い

だ
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
市
民
の
ひ
ろ
ば
へ
の
掲

載
や
地
域
住
民
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
な
ど

を
通
し
て
事
業
の
周
知
に
努
め
て
い
き

た
い
。

　
　
　
肺
炎
に
よ
る
高
齢
者
の
死
亡
状

況
は
。
ま
た
、
本
市
と
し
て
も
、
医
療

費
の
縮
減
に
つ
な
げ
る
た
め
、
高
齢
者

へ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
始
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　
　
本
市
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
る

と
、
65
歳
以
上
の
肺
炎
に
よ
る
死
亡
件

数
は
、
平
成
18
年
ま
で
は
４
０
０
人
台

で
推
移
し
て
い
た
が
、
19
年
以
降
は
５

０
０
人
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
国
の
予
防
接
種
部
会
に
お
い
て
は
、

高
齢
者
へ
の
同
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
の
併
用
に
よ

り
、
肺
炎
の
予
防
効
果
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
実
施
体
制
や
定
期
接
種
化

の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検

討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
も
、
国
に
よ
る
今
後
の

検
討
状
況
や
財
源
措
置
を
踏
ま
え
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
感
知
に

よ
る
奏
功
事
例
数
お
よ
び
そ
の
傾
向
分

析
は
。
ま
た
、
平
成
24
年
度
以
降
の
同

警
報
器
設
置
促
進
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
同
警
報
器
に
よ
る
奏
功
事
例
の

件
数
は
、
18
年
が
３
件
、
19
年
が
４
件
、

20
年
が
８
件
、
21
年
が
15
件
、
22
年
が

20
件
と
な
っ
て
お
り
、
23
年
を
加
え
る

と
、
現
在
61
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
分
析
す
る
と
、
火
災
に
な

ら
な
か
っ
た
事
例
が
44
件
、
ぼ
や
が
15

件
、
部
分
焼
が
２
件
と
な
っ
て
お
り
、

被
害
の
拡
大
防
止
に
大
き
な
効
果
が
出

て
い
る
。
原
因
と
し
て
は
、
コ
ン
ロ
火

の
消
し
忘
れ
が
50
件
で
最
も
多
く
、
そ

の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
人
が
関
係
す
る

も
の
が
34
件
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者

の
関
係
す
る
事
例
が
多
い
。

　
24
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
設
置
未

確
認
世
帯
の
訪
問
調
査
を
引
き
続
き
行

う
と
と
も
に
、
設
置
に
消
極
的
な
世
帯

に
対
し
て
は
、
同
警
報
器
の
効
果
や
必

要
性
な
ど
に
つ
い
て
、
粘
り
強
く
理
解

を
求
め
設
置
促
進
に
努
め
て
い
く
。

認
知
症
相
談
窓
口
の
利
用
状
況
等

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
奏
功
事
例
数
と

そ
の
傾
向
、
24
年
度
以
降
の
取
り
組
み

　第４回定例会では17人の議員が
個人質疑を行いました。
　その中から一部を紹介します。
　質疑者は次のとおりです。

（無 所 属）
（日 本 共 産 党）
（公 明 党）
（自 民 み ら い）
（自 由 民 主 党）
（公 明 党）
（自 由 民 主 党）
（日 本 共 産 党）
（自 民 み ら い）
（社 会 民 主 党）
（無 所 属）
（無 所 属）
（自由民主党新政会）
（自由民主党新政会）
（民主市民クラブ）
（自 民 み ら い）
（社 会 民 主 党）

議員
議員
議員
議員
議員
議員
議員
議員
議員
議員
議員
議員
議員
議員
議員
議員
議員

のぐち英一郎
大 園 た つ や
松 尾 ま こ と
田 中 良 一
堀 　 純 則
中 尾 ま さ 子
古 江 尚 子
平 山 た か し
井 上 　 剛
北 森 た か お
小 川 み さ 子
大 園 盛 仁
山 口 た け し
奥山よしじろう
伊 地 知 紘 徳
竹之下たかはる
大 森 　 忍

個人
　質疑
から

問

問答

答問

問高
齢
者
へ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

問

問答 答

答

発
達
障
害
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

問 答答

九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
の

世
界
遺
産
登
録

問 配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置

マ
リ
ン
ピ
ア
喜
入
「
道
の
駅
」

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
現
状
認
識

と
拡
充
に
つ
い
て
の
見
解

答

　
認
知
症
に
関
す
る
情
報
提
供
や
、
家

族
の
不
安
や
悩
み
を
相
談
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
鹿
児
島
県
支
部
257
・
３
８
８
７

ま
た
は
介
護
保
険
課
216
・
１
２
７
７

認
知
症
介
護
の
相
談
所（
認
知
症
相
談
窓
口
）
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コミュニティサイクル社会実験「ecoちゃり」

稲盛和夫 氏西郷輝彦 氏

ホワイトタイガーの赤ちゃん

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
社
会

実
験
「
ｅ
ｃ
ｏ
ち
ゃ
り
」
の
利
用
実
績

と
そ
の
分
析
、
今
後
に
生
か
す
た
め
の

課
題
と
方
向
づ
け
は
。
ま
た
、
新
潟
市

の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
制
度
は
放
置
自
転

車
を
修
理
・
再
生
し
て
利
用
し
て
い
る

が
、
本
市
に
お
け
る
放
置
自
転
車
の
活

用
策
と
し
て
の
考
え
は
。

　
　
　
同
社
会
実
験
は
、
平
成
23
年
10

月
5
日
か
ら
11
月
13
日
ま
で
の
40
日
間

実
施
し
、
利
用
状
況
は
、
登
録
者
数
が

１
２
０
５
人
、
利
用
回
数
が
３
０
９
１

回
で
、
１
日
平
均
の
利
用
回
数
は
77
・

３
回
、
１
台
当
た
り
の
１
日
平
均
利
用

回
数
は
、
１
・
１
回
と
な
っ
て
い
る
。

　
課
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
分
析
を
行

っ
て
い
く
が
、
他
都
市
の
先
行
事
例
で

は
、
利
用
目
的
に
応
じ
た
サ
イ
ク
ル
ポ

ー
ト
の
配
置
場
所
、
運
営
方
法
や
コ
ス

ト
な
ど
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
今
回
の
利
用
状
況
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
、
検
証
等
を
行
っ

た
上
で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
放
置
自
転
車
の
活
用
策
に
つ

い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
へ

の
活
用
も
含
め
関
係
部
局
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
職

員
派
遣
の
人
選
の
考
え
方
、
年
代
と
性

別
ご
と
の
人
数
は
。
ま
た
、
派
遣
の
貴

重
な
体
験
を
共
有
す
る
取
り
組
み
は
。

　
　
　
職
員
の
派
遣
に
当
た
っ
て
は
、

本
人
か
ら
の
申
し
出
や
所
属
長
か
ら
の

推
薦
に
基
づ
き
、
被
災
自
治
体
か
ら
要

請
の
あ
っ
た
業
務
に
つ
い
て
、
十
分
な

知
識
と
経
験
を
有
し
、
現
地
に
お
い
て

的
確
な
対
応
が
で
き
る
職
員
を
人
選
し
、

本
人
の
承
諾
を
得
て
派
遣
し
て
い
る
。

　
派
遣
職
員
の
年
代
、
性
別
ご
と
の
人

数
は
、
20
代
が
男
性
14
人
、
女
性
６
人
、

30
代
が
男
性
21
人
、
女
性
６
人
、
40
代

が
男
性
27
人
、
女
性
12
人
、
50
代
が
男

性
９
人
、
女
性
６
人
、
合
計
は
男
性
71

人
、
女
性
30
人
の
１
０
１
人
で
あ
る
。

　
派
遣
か
ら
帰
任
し
た
職
員
は
、
被
災

地
の
現
状
や
業
務
体
験
は
も
と
よ
り
、

被
災
者
等
の
思
い
や
職
員
本
人
の
感
想

等
を
、
市
長
へ
報
告
す
る
と
と
も
に
、

職
場
で
の
報
告
会
等
で
、
上
司
や
同
僚

に
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
の
本
市

の
防
災
行
政
に
生
か
せ
る
よ
う
、
防
災

担
当
課
へ
も
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

　
今
後
も
職
員
研
修
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
捉
え
、
広
く
職
員
に
周
知
し
、

貴
重
な
経
験
の
共
有
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
本
市
ふ
る
さ
と
大
使
の
創
設
の

目
的
お
よ
び
こ
れ
ま
で
の
委
嘱
者
と
委

嘱
の
理
由
は
。
ま
た
同
大
使
に
求
め
る

効
果
と
現
段
階
で
の
課
題
は
。

　
　
　
同
大
使
は
、
本
市
の
魅
力
を
広

く
全
国
に
紹
介
、
宣
伝
す
る
と
と
も
に
、

本
市
の
よ
り
一
層
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
る
た
め
、
本
年
度
設
置
し
た
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
委
嘱
者
は
京
セ

ラ
株
式
会
社
名
誉
会
長
の
稲
盛
和
夫
氏

と
歌
手
で
俳
優
の
西
郷
輝
彦
氏
で
あ
る
。

二
人
と
も
本
市
出
身
で
長
年
に
わ
た
り

各
分
野
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
、
ま
た

「
鹿
児
島
市
愛
の
福
祉
基
金
」
に
対
し

て
寄
付
を
賜
る
な
ど
、
各
面
か
ら
本
市

へ
貢
献
さ
れ
て
お
り
、
同
大
使
の
趣
旨

に
ふ
さ
わ
し
い
方
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
効
果
と
し
て
は
大
使
自
身
の
日

ご
ろ
の
活
動
に
お
け
る
本
市
の
情
報
発

信
や
、
委
嘱
時
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
な
ど

で
本
市
の
ア
ピ
ー
ル
が
図
ら
れ
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
今
後
と
も
本
市
の
旬

の
情
報
を
届
け
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
機
会
に
鹿
児
島
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
青
果
市
場
、
魚
類
市
場
に
つ
い

て
市
場
関
係
者
だ
け
で
な
く
市
民
の
多

く
が
総
合
市
場
化
を
望
ん
で
い
る
中
、

市
民
本
位
の
市
政
、
市
民
と
の
協
働
に

沿
っ
て
、
総
合
市
場
化
へ
方
針
の
転
換

を
図
る
べ
き
だ
が
、
市
長
の
見
解
は
。

　
　
　
中
央
卸
売
市
場
整
備
計
画
は
、

市
場
の
抱
え
る
課
題
等
に
つ
い
て
、
各

面
か
ら
議
論
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

市
場
関
係
者
や
市
民
か
ら
の
意
見
、
要

望
を
聞
く
中
で
策
定
し
た
。

　
現
在
、
同
計
画
に
基
づ
き
、
青
果
市

場
、
魚
類
市
場
、
そ
れ
ぞ
れ
現
在
地
に

お
い
て
整
備
を
進
め
る
た
め
の
基
本
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
同

基
本
計
画
の
素
案
に
つ
い
て
も
、
今
後

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
本
市
と
し
て
は
、
引

き
続
き
、
市
場
の
活
性
化
を
図
り
、
生

鮮
食
料
品
流
通
の
基
幹
的
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
映
画
「
半
次
郎
」
に
つ
い
て
、

本
市
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

て
の
支
援
内
容
は
。
ま
た
、
地
域
活
性

化
、
文
化
振
興
、
観
光
振
興
の
上
で
、

本
市
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
。

　
　
　
同
映
画
に
つ
い
て
は
、
撮
影
場

所
選
定
の
た
め
の
情
報
提
供
や
現
地
へ

の
案
内
、
撮
影
許
可
申
請
、
エ
キ
ス
ト

ラ
の
募
集
、
撮
影
現
場
へ
の
同
行
等
の

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
本
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
広
報
や
、
東
京
を
は
じ
め

県
外
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
の
チ
ラ

シ
配
布
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
も
併
せ
て
行
っ
た
。

　
本
市
へ
の
効
果
と
し
て
は
、
撮
影
ス

タ
ッ
フ
の
宿
泊
費
や
食
事
代
、
資
機
材

や
車
両
の
借
上
料
な
ど
直
接
の
経
済
効

果
は
も
と
よ
り
、
作
品
の
公
開
に
よ
り
、

明
治
維
新
に
お
け
る
先
人
の
活
躍
や
、

撮
影
地
と
な
っ
た
本
市
の
歴
史
・
自
然

な
ど
が
広
く
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
観
光

ア
ピ
ー
ル
の
面
で
も
大
き
な
効
果
が
あ

っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
平
川
動
物
公
園
を
重
要
な
施
設

と
し
て
位
置
づ
け
、
全
庁
的
な
視
点
で

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
に
取
り
組
み
、
同

事
業
の
実
効
性
を
高
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

　
　
　
同
動
物
公
園
は
、
市
民
や
県
内

外
の
多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ
、
来
園

し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
本
市

の
重
要
な
施
設
と
し
て
、
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
て
い
る
。

　
現
在
、「
南
国
鹿
児
島
ら
し
い
特
色

あ
る
動
物
公
園
」、
動
物
た
ち
が
生
き

生
き
と
生
活
で
き
る
「
動
物
に
や
さ
し

い
動
物
公
園
」、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ

れ
た
「
人
に
や
さ
し
い
動
物
公
園
」
を

目
指
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
を
進
め

て
お
り
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
動
物
公
園

と
し
て
再
生
す
る
こ
と
で
、
ま
す
ま
す

そ
の
役
割
を
増
し
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　
現
在
、
産
学
官
連
携
に
よ
り
、
動
物

公
園
と
水
族
館
を
魅
力
あ
る
施
設
と
す

る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
る
が
、
庁
内
に
お
い
て
も

関
係
部
局
等
が
連
携
を
深
め
、
効
果
的

な
情
報
発
信
等
を
行
う
と
と
も
に
、
貴

重
な
観
光
・
社
会
教
育
施
設
と
し
て
積

極
的
に
活
用
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
実

効
性
を
よ
り
高
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
集
約
型
都
市
構
造
に
向
け
た
土

地
利
用
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
意

義
・
目
的
は
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
本
市
の
都
市
計
画

に
つ
い
て
は
、
人
口
増
加
に
対
応
し
た

都
市
の
拡
大
成
長
を
前
提
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
と
な
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
今
後
は
人
口
減
少
・
超
高

齢
社
会
に
対
応
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
づ
く
り
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
、
環
境
へ
の
負
荷
軽
減
に
も
十
分

配
慮
し
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用

や
車
に
過
度
に
依
存
し
な
い
都
市
構
造

を
実
現
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
高
齢
者
を
は
じ
め
多
く
の

人
が
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
、
都
市
の
生
活
・
活
動
・

交
流
の
場
と
な
る
中
心
市
街
地
や
地
域

生
活
拠
点
、
団
地
や
既
存
集
落
等
の
地

域
の
核
と
な
る
地
区
に
、
店
舗
等
の
生

活
利
便
施
設
を
集
約
し
、
徒
歩
・
自
転

車
・
公
共
交
通
機
関
に
よ
り
、
日
常
生

活
が
可
能
と
な
る
徒
歩
生
活
圏
の
形
成

を
誘
導
す
る
た
め
の
方
針
と
し
て
、
同

プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
文
科
省
に
よ
る
小
中
高
生
向
け

「
放
射
線
副
読
本
」
に
つ
い
て
、
従
来

の
副
読
本
と
比
較
し
て
変
わ
っ
た
特
徴

的
内
容
と
そ
の
こ
と
に
対
す
る
見
解
は
。

ま
た
学
校
に
お
け
る
活
用
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

　
　
　
今
回
の
副
読
本
で
は
、
原
子
力

発
電
の
し
く
み
や
安
全
性
に
関
す
る
記

述
が
削
除
さ
れ
、
放
射
線
に
よ
る
影
響

の
度
合
い
を
示
す
「
シ
ー
ベ
ル
ト
」
な

ど
の
単
位
や
、
「
外
部
被
ば
く
」
と

「
内
部
被
ば
く
」
の
違
い
、
事
故
に
備

え
て
の
心
構
え
等
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

　
学
校
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
の
発
達

段
階
に
応
じ
て
放
射
線
等
に
関
す
る
基

礎
的
な
理
解
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
は
大

切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
平
成
24

年
３
月
に
、
市
立
の
小
・
中
・
高
等
学

校
の
全
て
の
児
童
生
徒
お
よ
び
教
職
員

に
、
副
読
本
を
配
布
す
る
予
定
で
あ
り
、

活
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

管
理
職
研
修
会
等
で
指
導
し
て
い
き
た

い
。 文

科
省
に
よ
る
小
中
高
生
向
け

「
放
射
線
副
読
本
」

問 問

問答

答 問

鹿
児
島
市
集
約
型
都
市
構
造
に
向
け
た

土
地
利
用
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
（
案
）

問

問答

答

映
画
「
半
次
郎
」
へ
の
支
援
内
容
と

そ
の
効
果
　
　

問平
川
動
物
公
園
の
リ
ニュ
ー
ア
ル

問 答答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
社
会
実
験

「
ｅ
ｃ
ｏ
（
エ
コ
）
ち
ゃ
り
」

３
・
１１
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の

職
員
の
派
遣
状
況

本
市
ふ
る
さ
と
大
使
に
求
め
る

効
果
と
課
題

中
央
卸
売
市
場
整
備
に
対
す
る
見
解

答答

　
映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
誘
致
し
て
、撮
影
を
円
滑
に
進
め
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
非
営
利
団
体
。

解
説
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
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車内の事故防止啓発用ポスター

第1回市会（明治22年5月9日）議事録

　
　
　
市
電
・
市
バ
ス
の
車
内
転
倒
事

故
に
関
す
る
分
析
と
対
策
は
。
ま
た
、

敬
老
パ
ス
お
よ
び
友
愛
パ
ス
利
用
者
の

車
内
転
倒
事
故
の
現
状
把
握
と
対
策
は
。

　
　
　
車
内
転
倒
事
故
の
主
な
原
因
と

し
て
、
事
故
回
避
の
急
停
車
や
走
行
中

の
車
内
移
動
、
着
席
前
の
発
車
の
ほ
か

停
車
時
の
反
動
な
ど
が
あ
る
。

　
対
策
に
つ
い
て
は
、
乗
務
員
研
修
な

ど
を
通
じ
、
安
全
運
転
と
転
倒
事
故
防

止
の
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
特
に

高
齢
者
が
乗
車
し
た
場
合
は
、
完
全
に

着
席
し
て
い
る
か
な
ど
、
車
内
の
状
況

を
確
認
し
て
か
ら
発
車
す
る
こ
と
な
ど

を
指
導
し
、
事
故
防
止
に
努
め
て
い
く
。

　
敬
老
パ
ス
等
利
用
者
の
車
内
転
倒
事

故
件
数
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
事
故

防
止
策
と
し
て
、
敬
老
パ
ス
利
用
者
に

対
し
て
は
、
平
成
23
年
６
月
か
ら
、
新

規
発
行
時
に
渡
す
パ
ス
ケ
ー
ス
に
「
走

行
中
の
移
動
は
危
険
で
す
」
と
印
字
し

て
注
意
喚
起
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、

今
後
、
チ
ラ
シ
で
転
倒
事
故
防
止
の
啓

発
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
友
愛
パ
ス
利
用
者
に
対
し
て

も
、
今
後
、
敬
老
パ
ス
と
同
様
の
対
応

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
町
内
会
加
入
促
進
緊
急
支
援
事
業

は
、
地
域
の
連
帯
強
化
を
目
的
と
し
て

自
主
的
に
実
施
す
る
町
内
会
加
入
促
進

活
動
を
支
援
す
る
た
め
新
た
に
設
け
ら

れ
た
補
助
制
度
で
あ
る
が
、
同
事
業
の

予
算
額
１
２
０
万
円
に
対
し
、
決
算
額

が
25
万
７
千
円
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

答
　
同
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年

度
に
町
内
会
へ
の
新
規
加
入
を
促
進
す

る
目
的
で
設
け
た
事
業
で
あ
り
、
こ
の

こ
と
で
町
内
会
活
動
へ
の
参
加
意
識
も

高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い

た
が
、
利
用
が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
に
つ

い
て
は
、
町
内
会
に
お
い
て
も
加
入
促

進
の
必
要
性
は
認
め
つ
つ
も
、
実
際
の

取
り
組
み
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
こ
と

に
加
え
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
も
不
足
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
反
省
し
て
い
る
。

今
後
、
同
事
業
の
周
知
を
含
め
、
町
内

会
へ
の
加
入
促
進
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

に
き
め
細
か
な
対
応
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
本
市
の
町
内
会
は
、
会
員
数
の
減

少
に
加
え
、
役
員
の
人
手
不
足
が
続
き
、

22
年
度
の
加
入
率
が
、
中
核
市
の
中
で

最
下
位
と
い
う
極
め
て
厳
し
い
現
状
に

あ
る
な
ど
、
今
後
の
町
内
会
の
在
り
方

が
非
常
に
危
惧
さ
れ
る
が
、
現
在
の
町

内
会
の
実
態
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

答
　
町
内
会
を
取
り
巻
く
実
態
に
つ
い

て
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
居
住
者
の
町

内
会
へ
の
未
加
入
や
、
会
員
の
高
齢
化

に
よ
る
町
内
会
離
れ
な
ど
に
加
え
、
単

身
世
帯
の
増
加
な
ど
に
伴
い
、
本
市
の

町
内
会
加
入
率
は
60
㌫
に
達
し
て
い
な

い
状
況
に
あ
り
、
大
変
憂
慮
す
べ
き
事

態
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
後
、
町

内
会
加
入
率
の
高
い
他
都
市
の
取
り
組

み
を
早
急
に
調
査
し
、
対
応
を
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
新
病
院
建
設
に
向
け
、
市
立
病

院
に
お
い
て
は
、
地
方
公
営
企
業
法
に

基
づ
き
、
当
年
度
純
利
益
の
５
分
の
１

を
法
定
積
立
分
と
し
て
減
債
積
立
金
に

積
み
立
て
、
残
り
を
建
設
積
立
金
に
積

み
立
て
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
建
設

費
を
新
病
院
の
基
本
構
想
に
お
い
て
約

３
１
６
億
円
と
試
算
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、
新
病
院
の
建
設
資
金
の

確
保
に
当
た
っ
て
は
、
今
後
と
も
あ
ら

ゆ
る
取
り
組
み
を
行
う
中
で
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
純
利
益
を
確
保
す
る
こ
と

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

当
局
の
見
解
は
。

　
　
　
平
成
22
年
度
末
の
建
設
積
立
金

残
高
は
約
41
億
９
６
９
７
万
円
で
あ
り
、

今
後
、
22
年
度
決
算
に
お
い
て
生
じ
た

純
利
益
の
中
か
ら
、
３
億
１
５
０
０
万

円
を
同
積
立
金
に
積
み
立
て
る
と
、
そ

の
残
高
は
約
45
億
１
１
９
７
万
円
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。

　
新
病
院
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
建

設
資
金
の
確
保
が
大
き
な
課
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
同
積
立
金
や
未
処
分
利
益

剰
余
金
の
活
用
に
加
え
、
現
病
院
の
土

地
売
却
等
も
含
め
、
現
在
、
建
設
資
金

の
確
保
に
向
け
た
計
画
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
24
年
度
に
策
定
予

定
の
新
病
院
建
設
を
踏
ま
え
た
財
政
計

画
に
そ
の
こ
と
も
盛
り
込
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、
建
設
資
金
の
確

保
に
向
け
て
は
、
今
後
と
も
各
面
か
ら

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

問
　
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
与
次
郎
な

ど
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
６
施
設
の
指

定
管
理
者
と
し
て
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

今
回
初
め
て
、
６
施
設
を
ま
と
め
て
指

定
す
る
こ
と
に
対
す
る
見
解
は
。

答
　
同
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
施
設
ご
と
に
指
定
管
理
者
を
指
定

し
て
い
た
が
、
各
施
設
は
高
齢
者
の
健

康
増
進
や
生
き
が
い
づ
く
り
の
促
進
を

図
る
と
い
っ
た
同
じ
目
的
で
設
置
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
各
施
設
に
お
い
て
実
施

し
て
い
る
各
種
講
座
や
健
康
相
談
事
業

等
も
同
様
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
今

回
、
６
施
設
を
ま
と
め
て
指
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
い
ず
れ
の
施
設
に
お
い
て

も
同
じ
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
行
え

る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、
経
費
面
に
お
い

て
も
、
清
掃
等
の
各
施
設
共
通
の
委
託

業
務
を
一
括
し
て
発
注
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
経
費
縮
減
に
も

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
　
同
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
は
、
福
祉
関
係
の
民
間
事
業
者
で
も

十
分
に
対
応
可
能
と
思
う
が
、
今
回
６

施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
同
協
議

会
を
特
定
指
定
し
て
い
る
理
由
は
。

答
　
６
施
設
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

経
過
的
措
置
と
し
て
同
協
議
会
を
指
定

し
て
き
た
が
、
今
回
あ
ら
た
め
て
、
指

定
の
在
り
方
に
つ
い
て
各
面
か
ら
検
討

し
た
結
果
、
同
協
議
会
が
こ
れ
ま
で
良

好
に
各
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い

る
こ
と
。
ま
た
、
独
自
に
受
付
シ
ス
テ

ム
を
開
発
・
導
入
す
る
な
ど
、
施
設
利

用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
る

ほ
か
、
同
協
議
会
の
職
員
が
ノ
ウ
ハ
ウ

を
取
得
し
、
独
自
講
座
を
企
画
・
実
施

す
る
な
ど
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
・
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
支
援
機
能
を
高
め

て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
は
、
各
施
設
に

お
い
て
実
施
し
て
い
る
高
齢
者
の
健
康

相
談
業
務
等
は
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る

職
員
に
よ
る
専
門
的
か
つ
公
平
な
対
応

が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
以
上
の
よ
う
な

理
由
か
ら
、
今
回
、
同
協
議
会
を
特
定

指
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
郡
山
総
合
運
動
場
等
の
指
定
管

理
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
６
年
間
、

経
過
的
措
置
と
し
て
指
定
し
て
い
た
本

市
健
康
交
流
促
進
財
団
を
特
定
指
定
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
お

よ
び
次
回
の
選
定
に
当
た
っ
て
の
基
本

的
考
え
方
は
。

　
　
　
同
運
動
場
等
は
、
同
一
敷
地
内

に
あ
る
ス
パ
ラ
ン
ド
裸
・
楽
・
良
と
一

体
的
に
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
県

外
大
学
サ
ー
ク
ル
の
合
宿
誘
致
や
各
種

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

の
開
催
な
ど
、
利
用
促
進
の
面
で
相
乗

効
果
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

指
定
管
理
者
と
し
て
、
ス
パ
ラ
ン
ド
裸・

楽
・
良
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
同
財
団

を
特
定
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
、
特
定
指
定
に
つ
い
て
は
、
専

門
的
な
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
さ
ら
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
や
経
験
を
持
つ
人
材

の
確
保
が
必
要
で
あ
る
な
ど
、
施
設
の

専
門
性
や
性
質
、
目
的
な
ど
か
ら
特
定

の
団
体
を
指
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
よ
う
な
点
か
ら
、
次
回
の
選
定
に
当

た
っ
て
も
特
別
な
状
況
の
変
化
が
な
い

限
り
、
同
財
団
を
指
定
す
る
こ
と
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
今
回
の
選
定
に
お
い
て
、
事

業
計
画
上
、
評
価
が
低
か
っ
た
項
目
に

つ
い
て
は
、
他
の
公
募
を
行
っ
た
施
設

同
様
、
今
後
と
も
管
理
の
質
の
向
上
を

目
指
し
、
指
定
管
理
者
へ
の
指
導
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
「
市
議
会
」
の
名
称
が
公
式
に
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
１

９
４
７
（
昭
和
22
）
年
４
月
、
地
方

自
治
法
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と

で
、
そ
れ
ま
で
は
「
市
会
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
「
鹿
児
島
市
会
」

の
歴
史
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
鹿
児

島
市
の
誕
生
に
始
ま
り
ま
す
。

　
鹿
児
島
市
は
、
１
８
８
８
（
明
治

21
）
年
公
布
の
市
制
・
町
村
制
に
基

づ
き
、
翌
年
４
月
１
日
に
全
国
で
最

も
歴
史
の
あ
る
い
わ
ゆ
る
〝
初
代
の

市
〞
の
一
つ
と
し
て
産
声
を
あ
げ
ま

し
た
。
ち
な
み
に
当
時
の
市
域
人
口

は
５
万
７
８
２
２
人
。
市
と
な
る
に

は
人
口
２
万
５
千
人
以
上
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
最
初
の
鹿
児
島
市
会
議
員
選
挙

は
、
明
治
22
年
４
月
に
行
わ
れ
、
当

選
議
員
の
36
人
を
迎
え
て
初
議
会
が

開
か
れ
た
の
は
５
月
９
日
で
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
ま
だ
議
事
堂
な
ど
は
な

く
、
当
時
、
易
居
町
に
あ
っ
た
名
山

小
学
校
を
借
り
て
の
歴
史
的
初
議
会

と
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
こ
の
議

会
で
は
、
議
長
、
副
議
長
、
市
長
候

補
者
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
鹿
児
島
市
会
」
の
誕
生

問答

答 問

郡
山
総
合
運
動
場
等
の

指
定
管
理
者
の
指
定

問答

市
電
・
市
バ
ス
の

車
内
転
倒
事
故
と
そ
の
対
策

新
市
立
病
院
の
建
設
資
金
の
確
保

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意

　
本
市
議
会
で
は
、「
振
り
込
め
詐
欺

の
撲
滅
に
関
す
る
決
議
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定

委
員
会
か
ら

町
内
会
加
入
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

決
算
審
査
か
ら
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本
　会
　議

市
議
会

市
　
　長

市
　
　民

子育て支援

教育の充実

観光の振興

市民との協働によるまちづくり
環境施策の推進

市議会と市政

議決、チェック・監視等

条例、予算などを提案

（
議
決
機
関
）

議
会
の
公
開・広
報

（
執
行
機
関
）

行政サービス選　　挙

請願
・陳
情、
傍聴

選　
　挙

　平成23年第３回定例会において、第五次総合計画基本構想審査特別委員会に審査を付託し、継続審査の取り扱いとなっていた「第36号議案
第五次鹿児島市総合計画基本構想を定める件」を、11月22日開会の第４回定例会本会議において全会一致で可決しました。
　同計画は、将来における本市のあるべき姿と進むべき方向についての基本的な指針であり、また、本市行財政運営を総合的かつ計画的に進
める上での最上位計画となるものであることから、広く関係部局の出席を願う中で各面から慎重に審査を行いました。
　なお、審査に当たっては、①「第四次総合計画（期間：平成14～23年度）の総括」として、主な施策の達成状況や未着手事業の第五次総合
計画での取り扱い等について、②「計画策定の趣旨・前提」として、本市が直面する課題や今後10年間における人口・財政の将来推計等につ
いて、③「基本計画（案）」として、基本目標別計画における基本的方向や施策の体系、目標指標等について順次整理するとともに、それら
の議論を踏まえた上で、最後に総括的に基本構想について審査を行いました。
　ここでは、委員会における質疑の一部を紹介します。

　第四次総合計画に掲げた事業のうち、計画中または未着手のも
ので第五次総合計画に引き継がない事業については、市民の関心
が非常に高いものも含まれていることから、引き継がない理由等
を市民に説明すべきでは。
　計画中の事業として伊敷地域の高齢者福祉センターの建設など
６事業、未着手の事業として郡山地域の屋内運動施設の整備など
10事業がある。この他に国・県の事業に関わるものなど11事業
が未着手等となっており、合わせると27事業となる。このうち鹿
児島駅周辺地区の鉄道高架化など７事業はまちづくりの継続性に
留意するとともに、事業を取り巻く環境の変化等も踏まえる中で
検討した結果、第五次総合計画へ引き継がないこととしたが、こ
れらについては実施が困難、他の施策で取り組む、などさまざま
な対応が考えられることから、今後、市民に対して適宜適切に説
明していきたい。

　第五次総合計画の特徴は。
　一番の特徴は、基本目標として「市民との協働・連携」を掲げ
た点である。このことについては、総合計画審議会等でも意見をいただいており、それらを踏まえ、「市民と行政が拓く　協働と連携の
まち〔信頼・協働政策〕」を６つの基本目標の最初に掲げるとともに、他の５つの基本目標全ての実現において共通するものとして位置
づけた。その他の特徴としては、社会経済情勢等の変化に柔軟・迅速に対応できるよう基本計画の期間を前期５年・後期５年とした点や、
「策定重視から実行重視」、「総花的から重点的」といった指針に基づき策定した点が挙げられる。

　都市像として掲げた「人・まち・みどり　みんなで創る“豊かさ”実感都市・かごしま」についての基本的な考え方は。
　都市像については、市民、事業者、行政、地域団体など鹿児島を愛するあらゆる主体が協働・連携してまちづくりを進めていくことが
最も重要であることから、「みんなで創る」という文言を用いた。また「みんなで創る」ものとして、１点目に、コミュニティ機能の低
下が懸念される中、人と人、人と地域のつながりを支えていく必要があることなどから「人、心の豊かさ」を、２点目に、九州新幹線の
全線開業等により地域間競争が激化する中、本市独自の魅力ある地域資源を磨き上げていく必要があることなどから「まち、都市の豊か
さ」を、３点目に、地球レベルでの環境問題への対応が必要であることなどから「みどり、自然の豊かさ」を掲げた。

基本構想の概要
１　期　間　平成24～33年度（10年間）

２　都市像（総合計画期間内で目指す、将来のまちの姿）
　　「人・まち・みどり　みんなで創る“豊かさ”実感都市・かごしま」

３　基本目標（「都市像」を実現するための基本目標）
　　・市民と行政が拓く　協働と連携のまち
　　　【信頼・協働政策】
　　・水と緑が輝く　人と地球にやさしいまち
　　　【うるおい環境政策】
　　・人が行き交う　魅力とにぎわいあふれるまち
　　　【にぎわい交流政策】
　　・健やかに暮らせる　安全で安心なまち
　　　【すこやか安心政策】
　　・学ぶよろこびが広がる　誇りあるまち
　　　【まなび文化政策】
　　・市民生活を支える　機能性の高い快適なまち
　　　【まち基盤政策】

 市議会は「定例会」と、必要があるときに開かれる
「臨時会」があります。鹿児島市議会の「定例会」は年4

回招集（2月又は3月、6 月、9 月、11月又は12月）され、次のような順序
で進められます。

定　例　会　私たちの鹿児島市をより住みやすいまちにして
いくためには、市民がみんなで話し合ってまちづ

くりを進めていくことが最も望ましいですが、市民すべてが集まり話し
合うことはできません。           
　そこで、私たちは選挙で代表者を選び、その代表者に自分の代わりに
市政について話し合ってもらうわけです。           
　この代表者が、すなわち市議会議員と市長です。
　市議会は、市議会議員で構成され、市長が市政を行うのに必要な条例
や予算などの重要なことがらを審議し決定することや、議会が決定したこ
とに沿って行政サービスが執行されているかをチェック・監視するという
役割を担っています。

市議会と市政

告　　 示

本

　会

　議

委
員
会

閉 会

委員長報告

常任委員会

委員会付託

質 疑

提案説明

開 会

討 論

表 決

審議の内容がいろいろな分野にわたるため、専門の各委
員会へ審査を依頼

議会に置かれている委員会で、本会議から付託された議
案等について専門的に詳細な審査を行う。現在５つの常
任委員会（総務消防・市民健康福祉・経済企業・建設・
環境文教）を設置  

議案や市政についての質疑を行う

委員会での審査経過と結果を各委員長が報告

議員が議案について賛成か反対かの意見を述べる

議案に対する議会としての最終的な意思を決定

議長の宣告で閉会

議長の宣告で開会

市長が議会を招集告示

市議会の仕組みと役割

議案の提出者「市長等」が提案理由を説明

問

答

問
答

問
答

第五次総合計画基本構想議案の審議内容特集特集
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材料を用いて作成しています。
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件　　　　　　　　名

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
案

陳
　
　 

情

結果

無
所
属
C

無
所
属
Ｂ

無
所
属
A

自
民
党
第
一

日
本
共
産
党

自
由
民
主
党

自
民
み
ら
い

社
会
民
主
党

民
主
市
民
ク
ラ
ブ

公

明

党

自
由
民
主
党
新
政
会

▼平成22年度鹿児島市一般会計歳入歳出決算
▼平成22年度鹿児島市特別会計歳入歳出決算関係〔４件〕
　・桜島観光施設特別会計　　　　　・国民健康保険事業特別会計 
　・老人保健医療特別会計　　　　　・後期高齢者医療特別会計    
▼平成22年度鹿児島市中央卸売市場特別会計歳入歳出決算     
▼平成22年度鹿児島市交通事業特別会計決算について議会の認定を求める件   
▼平成22年度鹿児島市特別会計歳入歳出決算関係〔６件〕    
　・土地区画整理事業清算特別会計　　　　　・交通災害共済事業特別会計 
　・地域下水道事業特別会計　　　　　　　　・土地区画整理事業用地取得特別会計 
　・介護保険特別会計　　　　　　　　　　　・母子寡婦福祉資金貸付事業特別会計  
▼平成22年度鹿児島市公共下水道事業特別会計決算について議会の認定を求める件  
▼平成22年度鹿児島市船舶事業特別会計決算について議会の認定を求める件   
▼平成22年度鹿児島市病院事業特別会計決算についての議会の認定及び 平成22年度鹿児
　島市病院事業剰余金処分についての議会の議決を求める件
▼平成22年度鹿児島市水道事業特別会計決算についての議会の認定及び平成22年度鹿児
　島市水道事業剰余金処分についての議会の議決を求める件
▼平成22年度鹿児島市工業用水道事業特別会計決算についての議会の認定及び平成22年
　度鹿児島市工業用水道事業剰余金処分についての議会の議決を求める件   
▼平成23年度鹿児島市一般会計補正予算（第４号）      
▼第五次鹿児島市総合計画基本構想を定める件       
▼職員の給与に関する条例一部改正の件
▼公の施設の指定管理者の指定に関する件〔11件　高齢者福祉センターなど21施設〕  
▼鹿児島市災害弔慰金の支給等に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市営住宅条例一部改正の件
▼鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び同組合規約の一部
　変更に関する件
▼鹿児島広域市町村圏協議会の廃止に関する件
▼住居表示の実施に伴う関係条例の整理に関する条例制定の件
▼平成23年度鹿児島市介護保険特別会計補正予算（第２号）
▼平成23年度鹿児島市企業会計補正予算関係〔５件〕
　・病院事業特別会計（第２号）　　　　　・交通事業特別会計（第１号）
　・水道事業特別会計（第１号）　　　　　・公共下水道事業特別会計（第１号）
　・船舶事業特別会計（第１号）
▼人権擁護委員候補者の推薦について意見を求める件   
▼みなと大通り公園の安全対策について 
▼中小業者支援と地域経済活性化の緊急対策として「住宅リフォーム助成制度」の創設を
　求めることについて
▼中高層建築物の建設に際し、建築主に教育施設等の日照に配慮すべき条例の制定について

○賛成　×反対議案等に対する各会派等の表決態度

議員数会派名等 所　属　議　員　名 議員数 所　属　議　員　名会派名等

自由民主党
新 政 会

民主市民クラブ

わきた高徳
山口たけし
谷 川 修 一
上 門 秀 彦

杉 尾 巨 樹
仮 屋 秀 一
中 島 蔵 人
平 山 　 哲

奥山よしじろう
柿 元 一 雄
小森こうぶん
長田徳太郎

川 越 桂 路
志摩れい子
鶴 薗 勝 利
西川かずひろ

大 森 　 忍
秋 広 正 健

ふじくぼ博文 北森たかお 森山きよみ

井 上 　 剛
竹之下たかはる

田 中 良 一 うえだ勇作

堀 　 純 則 古 江 尚 子 入 船 攻 一
大園たつや 山下ひとみ 平山たかし

幾 村 清 徳 赤 崎 正 剛
小川みさ子
大 園 盛 仁
のぐち英一郎

政田けいじ

松尾まこと
崎元ひろのり

上田ゆういち
中尾まさ子

長 浜 昌 三 小森のぶたか

森 山 博 行
泉 　 広 明

伊地知紘徳
片 平 孝 市

三反園輝男 ふじた太一

社会民主党

自民みらい

自由民主党
日本共産党
自民党第一
無 所 属 A
無 所 属 B
無 所 属 C

5人

5人

3人
3人
2人
1人
1人
1人

16人

6人

公 明 党 6人 （平山たかし議員は24年１月10日付けで会派を脱会し無所属となりました）

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

× ○ × × × × × × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定

認定
及び
可決

可決

不採択

採択

同意


